















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 32 号（2012 年 11 月 30 日）
15） 上沼久之丞「新教育の発足」『千束小学校
五十年誌』，1961年。
16） 伴安丈氏（大正14年～昭和21年富士小在
職）の筆者インタビュー（1981年10月29日）
による。
17） 校舎の図面は，東京市役所編『東京市教育
施設復興図集』1932年を参照。備品につい
ては，杉本茂晴インタビュー（1981年10月
29日），『富士小学校六十周年記念誌』による。
18） 前掲，『三人の先生』年譜。
19） 為藤五郎『現代教育家評伝』文化書房　
1936年。復刻版・大空社　1941年，p.442。
20） 鈴木そよ子「1920年代の東京市横川小学
校における新教育－『動的教育法 』の実践－」
日本教育方法学会紀要『教育方法学研究』第
16巻，1990年参照。　
21） 『教育週報』1939年4月29日。
22） 田島音次郎『過程体得の教育』p.23。
23） 同上書，p.5。
24） 同上書，p.4。
25） 同上。
26） 田島音次郎「自学過程の体得とその実際」
『小学校』第48巻第4号，1930年1月， p.231。
27） 同上。
28） 東京市横川尋常小学校『動的教育法略説』 
1923年， p.18。
29） 前掲書，田島音次郎「自学過程の体得とそ
の実際」p.232。
30） 奈良靖規「低学年教育法とその反省」『教
育方法史研究』第二集，1984年，p.130。
31） 前掲2），p.500。
32） 上沼校長はこの機会に職員全員に呼びかけ
るべく，「教育信条」を発表した。1923（大
正12）年1月のことである。
　　「（略）現実ノ価値ヲ自ラ判定スルコトニ
ヨツテ　自他ヲ尊重シ互ニ助長助成シ　自律
自由ノ人格ノ完成ニ努力シ　自我ヲ建設シ　
文化ヲ創造シ　永ク文化ノ恩恵ニ浴シ　日本
国民トシテ価値アル生ヲ遂ゲントス」（『実際
の理論化』第七輯，1933年，p.1。）ここに，
新教育に対する上沼の期待と心構えが凝縮さ
れている。
　　こうして，第一歩は，希望者が得意な教科
に「学習法」を採り入れることからはじまっ
た。国語は和光松衛・小柳美・増子菊善・童
謡振付は，今井ハル，修身は坂本鼎三が手が
けた。
33） 奈良靖規「低学年教育法とその反省」『教
育方法史研究』第二集，1984年，p.131。
34） 前掲書，p.132｡
35） 鈴木が調べた雑誌論文は，「富士小学校年
表・奈良靖規年譜」『教育方法史研究』第二
集にまとめた。
36）『実際の理論化』第四，五，六，七，八，九輯は，
杉本茂晴氏から提供された。このコピーは，
東京大学教育学部図書室所蔵。
37）1933年，35年，36年の公開学習指導研
究会の学習指導案は，杉本茂晴氏から提供さ
れた。コピーは，鈴木が所蔵している。
38）奈良靖規「生活としての文字と新児童文
芸の建設」『教育時論』1529号，1927年12
月5日。pp.17 ～ 21。
39）前掲33），p.128と，奈良靖規より筆者宛
私信。
40）奈良靖規インタビュー（聞き手・稲垣忠彦，
1973年6月24，25，26日）による。
41）奈良靖規「新教育の回顧」『会報』第7号，
世界教育日本協会，1977年5月20日，p.2。
42）上沼久之丞『生活学校デクロリーの新教
育法』明治図書，1931年。p.17。デクロ
リー・メソッに関しては，斎藤佐和訳『ドク
ロリー・メソッド』世界教育学選集，　明治
図書，1977年。飯田晃三『デクロリー教育
法』目黒書店，1931年等で紹介されている
が，上沼のものは，指導細目，指導例の豊富
さが特徴である。
43）奈良靖規「低学年教科書なしの教育法覚
え書き」『教育方法史研究』第二集，p.147。
44） 奈良靖規「新入生に対する新教育の諸問題」
『小学校』　1930年4月号。
─ 33 ─
大正新教育における公立学校のカリキュラム
45）創作童話に端を発する一連の学習は，奈
良靖規「作業による国語学習－製本学習の経
過について－」『教育時論』，（一）は1548号，
1928年6月15日，（二）は1549号，同年6
月25日，（三）は1550号，同年7月5日。
46） 前掲注43）に同じ。
47） 同上。
48）奈良靖規『民族理想に立つ修身教育』同
文館，1933年，に3年生から6年生（昭和3
～ 6年）の中心題材学習の展開が，児童の作
文も含めて記録されている。
49） 田島音次郎校長のご子息信行氏のインタ　
ビュー（筆者実施，1980年8月19日）による。
50） 誠之史料館所蔵の公文書によると，通常　
は担当の市視学が予め視察日程通知して視　
察に臨んでいた。
51） 前掲，注19），為藤五郎「田島音次郎君」『現
代教育家評伝』p.442。
52） 田島音次郎『鵬程万里』は，田島信行氏所蔵。
53）横川小の輔案等一覧，具体例としての林
フジ担任「第二学年女一組読方教育案」につ
いては，鈴木そよ子「1920年代の東京市横
川小学校における新教育－「動的教育法」の
実－践」日本教育方法学会『教育方法学研究』
第16巻，1991年，pp.39-45，参照。
54） 東京都文京区立誠之小学校内，誠之史料館
所蔵の公文書綴りにあるものについて検討し
た。
55） 前掲書，東京市横川尋常小学校『動的教育
法略説』p.25。
56）永良郡事『動的教育の実際研究』弘学館，
1920年，PP.203-206。
